
 

 

 

 

 

 

 

第 1926 回例会  

平成 29 年 8 月 28 日(月) 
12:30～ 海南商工会議所４F  

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング           「我等の生業」 

３．お客様紹介      詹子萱(せん しせん) 様 
元米山記念奨学生 

４．出席報告 

会員総数 41 名   出席者数 27 名 

  出席率 65.85 ％  前回修正出席率 63.41 ％ 

 

５．会長スピーチ       会長 中西 秀文 君 

 皆さん、こんにちは。残

暑厳しい中でご出席あり

がとうございます。ゲスト

の詹(せん)さん、よくお越

しくださいました。 

報告が遅くなりました

が、7月 30 日米山奨学生か

らユヤラーヤシナー 阪口

さん、8 月 5 日クラブ社会

奉仕委員長会議、岸さん出

席おつかれさまでした。 

まず始めに、7月 8月の定例理事会の報告をさせて

頂きます。ふるさと海南まつり協賛金 10,000 円、か

いなん夢風鈴まつり協賛金 10,000 円と九州北部集中

豪雨被害に対する義援金を地区の社会奉仕活動の協

同で 200,000 円支出する予定です。よろしくお願いい

します。6 月 17 日 1 回目のクラブ会長エレクト会議

がありました。7 月 28 日に海南 3 クラブ会長、幹事

会があり、第 2 分区 9 クラブの研修会を海南 RC がホ

ストで来年に開催する予定です。場所は商工会議所で、

入会 5年以下の会員、会長、幹事を対象として研修会

を開催する予定です。11 月 26 日(日)第 2分区会長幹

事会を開催します。また、11 月 16 日(木)にボジョレ

ーヌーボーを楽しむ会を 3 クラブ合同例会(夜間例

会)として開催する予定です。海南東 RC がホストクラ

ブですのでどうかよろしくお願いします。 

8 月 21 日(月)のガバナー公式訪問も無事終了しま

した。ご協力を感謝いたします。岡本ガバナーの地区

に対する熱意が伝わってきたと思います。ロータリー

とは奉仕活動や異業種の人達との出会いを通してお

互い切磋琢磨し、一人の人間として成長出来る機会を

得る事ができる団体であり、ひいては地域社会、世界

平和に貢献できる人間を育成する団体であります。自

分の職業を通じて 4 つのテスト（(1)真実かどうか 

(2)みんなに公平か (3)好意と友情を深める (4)みん

あのためになるかどうか）に照らして、自分ができて

いるかどうか日頃から実践することで尊敬される人

間になれる様ロータリアンとして成長できればと思

っています。 

今日は、後程、私と岸社会奉仕委員長、重光国際奉

仕委員長より地区協議会の報告がありますのでよろ

しくお願いします。 

 

６．幹事報告                 幹事 阪口 洋一 君 

○例会臨時変更のお知らせ 
 海南ＲＣ    9 月 27 日（水）→9月 27 日（水） 

18:30～ メルゼデス・ベンツ和歌山内 

レストラン「kuche」にて夜間家族会 

○例会休会のお知らせ 
田辺東ＲＣ   9 月 20 日（水） 

海南ＲＣ    9 月 20 日（水） 

和歌山中ＲＣ  9 月 29 日（金） 

○９月ロータリーレート 

 １＄＝109 円 

 
７．会員卓話 

○地区協議会報告・会長部門  会長 中西 秀文 君 

2017年 5月 14日ホテルアバロ

ーム紀の国で2017年～2018年度

のための地区研修協議会が開催

されました。2017 年 8 月 1 日の

ガバナー月信にも記載されてい

ますが、「ロータリーの原点を再

確認し、2640 地区の新たな飛躍

を」が地区の基本方針です。「ロ

ータリーの原点とは何か」との問いに対して岡本ガバ

ナーは次の様に答えています。例会を通じてのクラブ

員同士の自然な相互刺激・研鑚により、互いの友情を

深めつつ個々のロータリアンが人格的・倫理的向上を

図っていくことがロータリーの原点を言えるのでは
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ないかということです。そして、このような向上は、

多種多様な職業人が自己の職業遂行において「4つの

テスト」に指針とされる倫理に貫かれた職業奉仕の姿

を互いに見せ合うことにより徐々に且つ自然に形成

されていくものであると考えます。その意味では、ロ

ータリーとはそのような向上の機会をロータリアン

に与える組織という意味で社会人となっている大人

が再び学び始める学校と言えるかと思います。そして、

そのような場であるためにはロータリーは楽しい場

でなければなりません。楽しい場でなければ皆が集う

学校足り得ないからです。よく言われる「ロータリー

は楽しくなければならない」とはまさにこのことを言

っているのでしょう。しかし、楽しいだけがロータリ

ーではなく、楽しい学校なのであり、学校である限り

その場を通じて互いに学び合う場であらねばならな

いのです。ロータリーとは以上のような意味での場を

その構成員に、例会や共同活動を通じて提供する組織

でありそれがロータリーの原点と言えるのでないか

と考えます。 

2017年6月現在、2640地区のクラブ数は69クラブ、

会員数 1,893 名(男性 1,705 名、女性 188 名)で会員数

41名の海南東RCは地区内では上位に位置しています。 

次に地区協議事項の真偽、①クラブ分担金承認の件 

②次年度地区予算承認の件 ③時期基本方針案の協議

の件は4月17日の例会でPetsの報告の中でさせても

らいましたが、すべて承認されました。以上です。 

 

○地区協議会報告・社会奉仕部門 

社会奉仕委員長 岸 友子 君 

〈活動基本方針〉 

各クラブの行う奉仕活動はその

地域にロータリーの特徴を顕示 

〈活動計画〉 

１. 地区社会奉仕委員会の責務 

 と役割 

  ＲＩの情報伝達・成功を収め

たクラブの事業紹介・各クラ

ブ職務遂行への手助け、他委員会との協調 

２.各クラブに推奨する奉仕活動 

  環境保全・防火対策・識字率向上・エイズ問題・

献血 

３.2017-18 年強調事項 

  環境に焦点を当てたプロジェクトを少なくとも１

件実施 

  新年度開始から 2018.4.22｢アースデイ｣までに各

クラブ会員数と同じ数の植樹 

  私たちが住み、頼っている地球そのものを救う責

任がロータリーにあると私たちが気づくこと 

2017.8.5（土） クラブ社会奉仕委員長会議 

◆「ロータリー100 年の森」の現状  和歌山県緑化推

進会 

 2017.3 月事業終了―感謝状伝達 

◆エイズ撲滅キャンペーン協力御礼とお願い 

和歌山県健康推進課 

◆血液事業の現状･･･ 和歌山県赤十字血液センター 

〈グループ討論会〉 

テーマ「変化をもたらす」地域社会・ロータリアン・

ロータリークラブがよくなる、幸せになる 

１.各クラブの奉仕活動 

・弱者への支援 

  障害者、高齢者、養護施設、子ども食堂、奨学金 

・清掃、植樹 

・献血 

・商店街活性化、交通安全、演奏会その他     

２.「変化をもたらす」新しい奉仕活動について 

・会員数減少、会員の高齢化により難しい 

・会員数の多いクラブは予算も多い 

・委員・理事だけではなく会員全員参加型の奉仕活動

にすべき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地区協議会報告・国際奉仕部門 

国際奉仕委員長 重光 孝義 君 

午前中は岡本ガバナーエレ

クトの挨拶から始まり、RI 会長

の「ロータリーに変化をもたら

す」説明。次年度の地区基本方

針「ロータリーの原点を再確認

し、2640 地区の新たな飛躍を」

と言う指針を掲げていました。

又、その中で 2010 年からの混

乱から始まり、現時点までを克

服していく今日の状況を説明していました。 

午後からは部門別協議会という事でいくつかの部

門に分かれて会議をしました。私の国際奉仕と職業奉

仕と社会奉仕の 3部門です。 



国際奉仕の内容としましては、別紙【活動基本方針】

【活動計画】 

本年度内容としましては、財団も一緒になってマン

グローブの植樹が本年度一番のイベントかなと思い

ます。皆さん忙しいとは思いますが、出来ればたくさ

ん参加して頂きたいなと思います。 

参加した感想としましては大変長く感じました。や

はりまだまだ内容を把握出来ないのが原因かとは思

います。これからも自分の出来る範囲で精一杯頑張り

たいと思います。 

 

【別紙】 

国際奉仕委員会       2017-18 年度委員長 

中野 一郎(堺清陵 RC) 

【活動基本方針】 

 国際奉仕活動には主に「教育的プログラム」と

「人道的プログラム」がございます。 

 当委員会では RI 戦略計画の優先事項である「人

道的奉仕の重点化と増加」に焦点を合わせ、活動

を致します。又、国際奉仕活動はロータリー財団

の補助金を活用するプロジェクトが多くなってき

ており、6重点分野とロータリー財団の関わりにお

ける理解促進に努めます。 

 次年度 RI テーマは「ロータリー、変化をもたら

す」です。国際社会において助けを必要とする人々

に「変化をもたらす」ことは我々ロータリアンに

与えられた機会であり、国際奉仕活動における使

命だと考え、各クラブにプロジェクトの参加を呼

びかけたく思います。 

委員会においては、福井ガバナー年度に実施し

た国際奉仕アンケートを基に各クラブの抱えてい

る問題点を分析してクラブのサポートに努めます。 

【活動計画】 

1.クラブ国際奉仕委員長会議の開催をガバナー補

佐にご協力頂き、要請があれば各分区単位で行い

たく考えております。財団委員会にも出席頂きま

ずは分区単位にて国際奉仕活動の理解を深め活性

化を図りたい。開催時期は分区内調整の上。 

2.各クラブの国際奉仕活動を掌握し、地区 IT 委員

会に協力頂き、実践例を地区ホームページ、ガバ

ナー月信にて紹介し活動の促進を図りたい。 

3.地区財団委員会と共に、グローバル補助金を活

用する大型プロジェクトの計画、実地に努力する。 

4.海外クラブとの交流や友好クラブ、姉妹クラブ

締結のサポート及び情報提供。 

5.次年度 RI 会長の{ロータリアン 1 人、最低 1 本

の植樹をしよう}の方針を鑑みて以前海南東ロー

タリークラブの協力のもと、地区 WCS 委員会で行

っていたフィリピン3860地区でのマングローブの

植樹活動を再度展開し「地球環境への貢献」を活

動方針と掲げて海外での視察、検証、植樹活動等

を地区内会員に体験して頂きたく国情やあ一地区

との折り合いが合えば海外視察旅行を計画いたし

ます。時期は 2018 年 5 月位。 

 

８．お客様       詹子萱(せん しせん) 様 
 みなさん、こんにちは。台湾か

ら来ました。6 月に台湾・彰化東

南 RC へ海南東 RC の皆さんが訪

問した際、通訳をさせていただき

ました。私は元米山記念奨学生で

す。岐阜中央ＲＣでお世話になっ

ていました。今回、日本へは、ビ

ジネスのため来日しました。宜しくお願いします。 
 
９．閉会点鐘 
 

次回例会 

第 1927 回 例会 9 月 4日（月）19:00～  

新入会員歓迎会 

お誕生日、結婚記念日祝い 

 

 
 

 

 

中西 秀文 君 地区協議会の報告をさせて頂きま

す。 

岸  友子 君 社会奉仕委員会の報告をさせて頂

きます。 

角谷 太基 君 土曜日、和歌山放送でラジオカフ

ェ・サタデーで１時間生放送で話

させて頂きました。 

田岡 郁敏 君 詹さん、ようこそいらっしゃいま

した。 

重光 孝義 君 詹さん、ようこそいらっしゃいま

した。先月、ＫＦ会で優勝して幹

事になりました。８○会も幹事に

なっております。 

８○会 10月 1日(日)有田東急CC 

ＫＦ会 10 月 29 日(日)貴志川 CC

で行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

2018-19 年度 RI 会長に 

バリー・ラシン氏が選ばれる 
 

会長指名委員会は、

2018-19 年度国際ロータ

リー会長に、イーストナ

ッソー・ロータリークラ

ブ（バハマ、ニュープロ

ビデンス島）所属のバリ

ー・ラシン氏を選出しま

した。対抗候補者がいな

い場合、同氏は 2017 年 9

月 1 日に会長エレクトと

して宣言されます。 

ラシン氏は会長として、

公共イメージの向上と、ロータリーのインパクトを広

げるためのデジタルツールの活用に力を入れたいと

考えています。 

「ロータリークラブが行っている良いことを知っ

ている人なら、それに加わりたいと思うでしょう。関

心のあるすべての人がロータリーの使命を支える活

動に参加できるよう、参加や入会を促進する新しい方

法を考えなければなりません」とラシン氏。「ロータ

リーの可視性を高めれば、より多くの人に入会の魅力

を伝え、世界中で多くの良いことを実現しているこの

会員制組織を支えることができます」 

フロリダ大学で保健・病院運営の MBA を取得し、医

療教育機関である American College of Healthcare 

Executives でバハマ初の特別研究員となりました。

院長として 37 年間務めた医療機関 Doctors Hospital 

Health System を最近退職し、現在は顧問を務めてい

ます。全米病院協会の生涯会員で、Quality Council of 

the Bahamas、Health Education Council、Employer’

s Confederation など複数の団体の理事・委員長も務

めました。 

1980 年にロータリー入会。RI 理事を経て、現在は

ロータリー財団管理委員会の副管理委員長を務めて

います。また、RI 研修リーダーと K.R. ラビンドラン

2015‐16 年度 RI 会長のエイドも経験しました。 

ロータリー最高の賞である RI 超我の奉仕賞のほか、

2010 年ハイチ地震後のロータリーによる災害救援活

動を統率したことにより多くの人道賞を受賞してい

ます。また、エスター夫人とともに、ロータリー財団

のメジャードナー、遺贈友の会会員でもあります。 

ラシン氏は今回、ロータリー会長エレクトとして今

年 7月に就任し、その 2週間後に逝去されたサム・オ

オリ氏に代わり選出されました。 

 

 

 

2019-20 年度 RI 会長に 

マーク・ダニエル・マローニー氏が

選ばれる 
 

2017-18 年度国際ロータ

リー会長指名委員会は、

2019-20 年度国際ロータリ

ー会長に、ジケーター・ロ

ータリークラブ（米国アラ

バマ州）所属のマーク・ダ

ニエル・マローニー氏を選

出しました。対抗候補者が

いない場合、同氏は 2017

年 10 月 1 日に会長ノミニ

ーとして宣言されます。 

「クラブはロータリー

の心臓部であり、ロータリーのあらゆることはクラブ

で起こる」とマローニー氏。弁護士であるマローニー

氏は、草の根レベルでクラブをサポート・強化し、奉

仕を大切にする会員制組織としてのロータリーの文

化を守り、成長のために地域別の新たなアプローチを

試みたいと考えています。 

「ポリオが撲滅されれば、ロータリーが大きく認知

され、多くの機会が訪れるでしょう」。そう語るマロ

ーニー氏は、世界でよいことをするグローバルな組織

としてロータリーが世界を先導する立場に立てる可

能性があると考えています。 

税法、遺産、農業法を専門とする Blackburn, 

Maloney, and Schuppert 法律事務所の社長であるマ

ローニー氏は、米国南東部・中西部の大手農場経営者

の顧問弁護士であるほか、米国弁護士協会の農業関係

委員会の委員長を務めています。また、米国弁護士協

会とアラバマ州弁護士協会、アラバマ州法律協会の会

員です。 

地元ジケーターでも熱心に活動し、自身が所属する

教会の財務委員長と地元カトリック学校理事長のほ

か、Community Foundation of Greater Decatur 会長、

Morgan County Meals on Wheels 会長、United Way of 

Morgan County 理事、Decatur-Morgan County 商工会

議所の所長を務めています。 

1980 年にロータリークラブ入会し、以来、RI 理事、

財団管理委員と副管理委員長、会長エイド、ゾーンコ

ーディネーター、未来の夢計画リーダー、シドニー国

際大会委員を歴任。現在は運営審査委員会委員であり、

昨年度までロータリー平和センター委員会委員でし

た。ロータリー財団功労表彰状と特別功労賞を受けて

いるほか、ガイ夫人とともにポール・ハリス・フェロ

ー、メジャードナー、遺贈友の会会員となっています。 

 

 

 

 

 

 

クラブ会報・広報・雑誌・IT 委員会    委員長：村田 宏之  副委員長：中村 俊之  委員：寺下 卓  田岡 郁敏 


